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【69】職場における風疹対策 

企業の経営者・担当者のみなさま、新型コロナウイルス感染症の陰に隠れていますが、風

疹は未だに国内で流行を起こす可能性の高い感染症です。ぜひ職場における風疹対策に取

り組みましょう。 

 

1.課題の背景： 

風疹は飛沫感染が主で、感染力はインフルエンザの 5倍とされています。発熱・発疹・リ

ンパ節腫脹が主な症状で、発疹が出る前・後の 1週間は感染力があります。成人になって感

染すると比較的症状も重く、感染可能期間も考慮すると、少なくとも 1週間以上は仕事を休

むことになると思われます。 

風疹の流行については、感染した本人の問題だけでなく、①職場の集団感染、②妊婦の感

染による先天性風疹症候群の増加など、周囲へも大きな影響を及ぼすことになってしまい

ます。 

一点目の職場の集団感染について、風疹は 2 回のワクチン接種でほぼ防ぐことができま

すが、昭和 37 ～54 年度までの間に生まれた男性は、風疹に対する予防接種をうける機会

がなかった世代です。過去の風疹の流行においても、これらの世代を中心に職場の集団感染

を起こした例が少なくありませんでした。 

二点目の先天性風疹症候群について、風疹は症状がでる前から感染力があるため、気づか

ずに妊婦にうつすことがあります。妊娠に気づきにくい初期に風疹にかかると、おなかの赤

ちゃんが亡くなったり、生まれた子に重篤な障がい（聴こえない・見えづらい・心臓病など）

が残ることがあります（先天性風疹症候群）。妊娠 3 ヶ月までの感染では、80% の確率でこ

うしたことが起こります。 

 このように就労世代の男性が風疹流行の鍵を握っており、職場における風疹対策は極め

て重要なものと言えます。 

 

2.企業でできる対策： 

次の「2つの行動」で職場の集団感染を防ぐ 

〇風疹かもと思ったら「絶対に職場に行かない、来させない」 

○従業員のワクチン接種率を高く維持する 

 

2-1. 風疹かもと思ったら「絶対に職場に行かない、来させない」 

発熱・発疹・リンパ節の腫れは、風疹を疑う症状です。風疹の流行期にこのような症状が

あれば、事前に電話連絡の上で速やかに医療機関を受診、主治医意見に従い、発疹が消える

まで出勤を控えてもらうことが重要です。 

 

 



2-2. 従業員のワクチン接種率を高く維持する 

風疹のワクチン接種の機会がなかった昭和 37 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日生まれの

男性は、公費で風疹の抗体検査やワクチン接種を受けることができます。同制度は 2019年

より 3年間の予定で始まっておりますが、利用率の少なさもあり 2024年度まで延長される

こととなりました。 

対象年齢の男性には、市区町村からクーポン券が配布されます。まずは抗体検査（血液検

査）を受け、十分な抗体がなければ予防接種を無料で受けることができます（下図）。抗体

検査は近隣の医療機関だけでなく、職場での健診の機会に受けることも可能となっており

ます。健診の機会を活用することで、抗体検査のために追加で血液検査を受けることもなく、

医療機関受診のために時間を費やす必要もなくなります。職場の健診担当者は、会社の健康

診断を行っている医療機関等に、予約方法をまず問い合わせてみましょう。そして、対象と

なる従業員に対して、健診時に抗体検査を受けることの推奨や予約方法のアナウンスを行

いましょう。 

ぜひこの 3年間で、定期健診の機会を利用して、一人でも多くの対象従業員が抗体検査を

受け、それにより従業員のワクチン接種率を高く維持できることを目指しましょう。 

 

 

 

3. 関連情報リンク： 

1) 厚生労働省. 風疹の追加的対策について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/rubella/index_00001.html 

2) 堀愛. 職域の対策で日本から風疹をなくそうキャンペーン 

https://www.noh.co.jp/norubella/index.html  

3) 堀愛. 職場を風疹の温床にしないあなたにできる 2 つの行動 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://www.uoeh-

u.ac.jp/library/2013/joho/koudou.pdf 
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※本文章は、産業医有志グループ（今井・櫻木・田原・守田・五十嵐）で作成しました。和田耕治先生（国

際医療福祉大学・公衆衛生学教授）のサポートも受けております。 

※今後も経営者・総務担当者向けに必要な感染拡大防止策情報を随時配信させて頂きます。本情報は著作



権フリーですので、ぜひお知り合いの経営者に拡散をお願いします。 

※本内容に関するご意見・ご要望は、covid-19@ohsupports.com までお寄せください。 

※これまでに配信しましたバックナンバーは、http://www.oh-supports.com/corona.html をご参照くださ

い。 

※動画も配信しております。バックナンバーは下記サイトをご参照ください。 

https://www.youtube.com/channel/UC4lRPnKfYPC6cT1Jvom5VbA 

https://www.youtube.com/channel/UC4lRPnKfYPC6cT1Jvom5VbA

